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2021 年 3月 2日に開催されたシンポジウム
「今後の博物館制度を考える　博物館法改正を見据えて」
における発表をもとに、
国際的な動向も踏まえた多角的な視点から、
今後の博物館制度と、その制度の根幹となる
博物館法の在り方における課題を問う。
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